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要約 

Abstract 
 
急成長をし続ける中国経済を評価する場合、その産業の技術水準およびそれを支える政

府の科学技術政策や企業の研究開発の実態を的確におさえることはかつてないほど重要に

なっている。中国経済のさらなる発展を期待するには、技術革新を可能にするしっかりと

した研究開発体制が不可欠となる。しかし、この肝要な点について、中国国内では近年危

機感が高まりつつあるのである。中国の高成長は真の技術進歩を伴っていず、むしろ逆に

改革以前よりも先進国との差を広げたのではないかという厳しい見方が有力となりつつあ

る。 
このような技術進歩不在論を裏付けるように、近年、中国政府も未曾有の危機感を持っ

て根拠に乏しい楽観論を戒め、技術革新（技術創新）の重要性を唱えるようになった。こ

の中で、とりわけ 1990 年代以降外国直接投資を誘致する際に流行し始めた「市場で持って

技術と交換する」という考え方は、厳しい批判を浴び、外資進出による技術移転の効果に

対して大きな疑問が投げかけられた。 
本報告は、以上のことを念頭に、経済改革期における中国の技術革新とりわけ企業の研

究開発に実態について初歩的な整理を行うものである。中でも、特に注目しているのは、

大量の海外直接投資の導入が中国企業の研究開発に及ぼす影響である。このため、初歩的

な事例研究として、中国のカラーテレビ産業を取り上げてみた。 
 中国のカラーテレビ産業において、CRT テレビ時代の利益率が非常に低いという問題が、

薄型テレビ時代に入ってからも、一向変わっていない。この現象の中に、利益率を低下さ

せるメカニズムの存在が確認できる。 

 研究開発の重要性が認識されつつある現在、中国が直面している最大の問題は、大量の

外資系企業の存在のため、研究開発の過程における「失敗を許す空間」の喪失である。こ

の問題が正しく理解されなければ、政策当局は適切な環境整備ができない。ゆえに、中国

企業の強力な研究開発力の形成も困難であろう。 
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